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こうべまちづくりセンターニュース 平成 18 年１１月号（第１１１号） 
●こうべまちづくり学校専修講座報告第２弾 
 「ちえぶくろの活用講座」（P.１・４)  
●開港５都市景観まちづくり会議・長崎大会(P.2～3) 
●お知らせ(P.4) 
 1 階・地階ギャラリーの展示予定 

あーばんとーくの感想をおよせ下さい！ 

発行：こうべまちづくりセンター 

こうべまちづくりこうべまちづくりこうべまちづくりこうべまちづくり学校専修講座学校専修講座学校専修講座学校専修講座報告第報告第報告第報告第２２２２弾弾弾弾    

「「「「ちえぶくろのちえぶくろのちえぶくろのちえぶくろの活用講座活用講座活用講座活用講座」」」」    
前回（10 月号）は、現場歩きの体験学習をご紹介しましたが、今回は「地域活動ちえぶくろ」を活用した参加型

の「A コース：ちえぶくろの活用講座」についてご紹介します。 

この講座は９月７日（木）～１０月１２日（木）の全５回の日程で開催し、延べ 8６名の方が受講されました。

地域活動を推進するためのマニュアル「地域活動ちえぶくろ」を活用して地域力向上のヒントをつかんでいただ

くことを目的に、講座全体のコーディネーターとして松原永季さん（スタジオ・カタリスト）を迎えて開催しました。 

～～～～地域活動地域活動地域活動地域活動ののののコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション作法作法作法作法をををを学学学学ぶぶぶぶ～～～～    

第１回、第２回の講座では「地域活動のコミュニケ

ーション作法」をテーマに東末真紀さん（神戸まちづく

り研究所）を講師に迎えて行いました。 

コミュニケーションの基本となる「１対１」のコミ

ュニケーションについて、安心を生み出すコミュニケ

ーションとはどのようなものかを体験していただく

ため、「話し役」「聞き役」の２人一組になり、最初は

聞き役の態度を「声を出さずに聞くだけ」というルー

ルで会話を行いました。その後、役割を交代しながら、

聞き役の態度を「相手の言うことを全て肯定する」

「全て肯定する」「全て無視する」と変えて、それぞ

れの場合での話しやすさの違いを体験してもらいま

した。いろいろと聞く態度を変えていく中で、自分が

一番話しやすかった態度はどのような場合だったか

～～～～地域活動地域活動地域活動地域活動のののの会議会議会議会議のののの作法作法作法作法をををを学学学学ぶぶぶぶ～～～～    

第３回、第４回の講座では「地域活動の会議の作法」

をテーマに西修さん（ワークショップ研究会）を講師に迎

えて行いました。 

「１人対多数」のコミュニケーションをテーマに、

「多＝グループ」の重要性を学んでいただくととも

に、３人１組になり、「話し役」「聞き役」「2 人の会

話を観察する役」の役割を順番に交代し会話を進める

なかで、「１人対多数」のコミュニケーションにおけ

る「１対１」とは違った難しさ、心構えを体験し、「観

察者の視点」を学んでいただきました。 

また、話し合いを促進する進行役（ファシリテータ－）

としてのスキルアップのため、「観察者の視点」だけ

でなく、大きな紙やホワイトボードに書き込みを行い

ながら話し合いをまとめる手法「ファシリテーション

グラフィック」を体験していただき、５人一組になり、

一つのテーマについてグループ毎に意見をまとめて

いきました。         （４面につづく） 

をふり返り、一番話しやすい聞き役の態度とはどのよ

うなものかを気づくことで、相手の言うことを積極的

に聞き出す「アクティブリスニング」について学んで

いただきました。 
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『開港５都市景観まちづくり会議・長崎大会』に参加 
 

9 月 29 日から 10 月 1 日の 3 日間、開港

５都市景観まちづくり会議・長崎大会が開催

され、神戸市景観形成市民団体連絡協議会（以

下、神戸市景市協）から 21 名が参加しまし

た。 

この会議は、幕末の開港 5 都市《函館、新

潟、横浜、神戸、長崎》で、景観まちづくり

に取り組んでいる市民団体が集い、情報交換

や研修・交流を通じ、それぞれの都市や地区

の個性あるまちづくりに活かそうという主旨

から始まったもので、平成 5 年、神戸市景市

協が他都市に呼びかけて企画したのがきっか

けです。以後ほぼ毎年、順々に 5 都市で開催

され、昨年の神戸大会から 3 巡目にはいりま

した。 

第１日目は、まず全体会議がもたれ、参加各都

市から、この１年間の活動報告に続いて、今大会

のテーマである「開港によってもたらされた文化

と歴史の継承」についての記念講演があり、天文

年間にポルトガル人が平戸に来航して以来の国

際貿易都市・長崎の歴史を学びました。その後、

会場である長崎歴史文化博物館の常設展示を見

学しました。この博物館は昨年の 11 月に開館さ

れたばかりの新しいもので、長崎奉行所の建物が

復元されている他、映像なども駆使し、長崎の歴

史と文化が分かりやすく紹介されています。 
全体会議－各都市からの活動報告の後、記念講演 

（長崎歴史文化博物館 1 階ホール） 

分科会Ａ（祈りの長崎・平和希求のまちづくり）での献花 

（平和公園） 

会議のメインである 2 日目には、「祈りの長

崎・平和希求のまちづくり」「洋館・石畳・港が

語り継ぐまち」「まちに馴染んだ異国文化」とい

う 3 つの分科会に別れ、タウンウォッチング、講

演／パネルディスカッション、ワークショップな

ど、さまざまな形でまちを見聞し、自分たちのま

ちと比較し、いろいろな立場から意見を出し合い

ました。 
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分科会Ｂ（洋館・石畳・港が語り継ぐまち）でのワークショップ

（活水女子大学） 

分科会Ｃ（まちに馴染んだ異国文化）でのタウンウォッチング 

(新地中華街) 

そして３日目の全体会議では、各分科会からの報

告・総括が行われ、「・・・本大会において、見て、

聞いて、感じたこと、そして学んだものを活かし、

これまで培ってきたまちづくりをさらに発展させ

ていくことを互いに確認し、宣言する。」という大

会アピールを採択して３日間の幕を閉じました。 

松が枝埠頭を離れる「SAPPHIRE PRINCESS 号」

（115,875ｔ） 

さらに、この公園につながる松が枝埠頭には、

たまたま大型旅客船「SAPPHIRE PRINCESS 号

（バミューダ船籍、115,875ｔ）」が接岸してお

り、市街地と直に接した港にそびえる威容は感動

的ですらあり、神戸のウォーターフロントのあり

方を再考させられる経験でした。 

神戸市景観形成市民団体連絡協議会神戸市景観形成市民団体連絡協議会神戸市景観形成市民団体連絡協議会神戸市景観形成市民団体連絡協議会とはとはとはとは    

神戸市内で景観形成に取り組む市民団体が集まって、平成 5 年 4 月に発足しました。市民団体相互の連絡

調整や情報交換、研修、親睦を図り、身近なまちなみ・まちづくりを推進するために活動することを目的と

しています。現在、次の 11 団体で構成しています。 

《協議会の構成組織》 

□ 北野･山本地区をまもり､そだてる会 □ 新長田駅北地区東部いえなみ委員会 
□ 旧居留地連絡協議会 □ 魚崎郷まちなみ委員会 
□ 美しい街岡本協議会 □ 三宮中央通りまちづくり協議会 
□ 神戸南京町景観形成協議会 □ 神戸元町商店街まちなみ委員会 
□ トアロード地区まちづくり協議会 □ 有馬町活性化委員会まちなみ部会 
□ 栄町通周辺まちづくり懇談会 

神戸市景観形成市民団体連絡協議会神戸市景観形成市民団体連絡協議会神戸市景観形成市民団体連絡協議会神戸市景観形成市民団体連絡協議会    

旧居留地連絡協議会旧居留地連絡協議会旧居留地連絡協議会旧居留地連絡協議会    会長会長会長会長    野澤太一郎野澤太一郎野澤太一郎野澤太一郎    

長崎では丁度『長崎さるく博』（4 月 10 日～10

月 29 日、“さるく”とは長崎弁で“ぶらぶら歩く”

という意味だそうです）が開催中で、市内随所でい

ろいろなまちづくりイベントが展開されていまし

た。 

またウォーターフロントには、「水辺の森公園」

や「長崎県美術館」が完成しており、ウェルカムパ

ーティや最終日の全体会議はここで催されました。

もともと大型商業施設を建設する予定で埋め立て

られた土地の計画を変更して公園が整備されたそ

うですが、市民に開放された憩いの場として、海に

面した長崎のイメージを非常に高めていると感じ

ました。 

参考…長崎さるく博ホームページ http://www.sarukuhaku.com/ 
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     期  間      内 容 ・ テーマ   主 催 者 

１１月１６日(木)～12 月５日(火) 青山政吉水彩画名品選 こうべまちづくりセンター

１２月 ８日(金)～１２日(火) 移情閣と舞子風景を描く 移情閣 孫中山記念館 友の会

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

     期  間    内 容 ・ テーマ    主 催 者 

１２月 １日(金)～２６日(火) まちなみ緑化コンクール 公園緑化協会花と緑のまち推進センター 

 

最寄駅 

地下鉄海岸線 みなと元町駅西口から北へ 1 分 

高速 花隈駅東口から南へ 3 分 

高速 西元町東口から東へ 5 分 

ＪＲ・阪神 元町駅西口から西へ８分  

■すまい・まちづくり人材センター (まちづくり会館３Ｆ) 

    電話 078-361-4523 ・FAX 078-361-4546 

    受付は、午前 10 時～午後 5 時（水曜日休館） 

※土・日・祝日のご相談、JIBANKUN の閲覧につ

いては、事前にご連絡ください。 

■コミュニティ相談センター（まちづくり会館４Ｆ） 

自治会の運営等の相談、会報等の印刷サービス 

   

  電話・FAX 078-361-4565 

  受付:午前 10 時～午後 6 時（水曜日休館） 

       ただし印刷は、5 時まで 

自治会活動などのご相談は 

すまい・まちづくりのご相談は 

地階地階地階地階ギャラリーギャラリーギャラリーギャラリーのののの予定予定予定予定    

１１１１階階階階オープンギャラリーオープンギャラリーオープンギャラリーオープンギャラリーのののの予定予定予定予定 

～～～～ワークショップワークショップワークショップワークショップ（（（（まとめまとめまとめまとめ）～）～）～）～    

第５回は講座全体のコーディネーターの松原さんを講師に、これまでの講座の内容をふり返りながら、「地

域活動に必要な…」についてまとめを行い、ファシリテーションのための大切な態度について学びました。 

・年末年始（12 月 28 日～1 月 4 日）、まちづくり会館は休館いたします。 

・ギャラリー利用については、使用日の１年前の月の初日から、来館の上でお申込みいただいていますが、

平成 20 年１月分のお申し込みは 1 月 5 日（木）からの受付となりますのでご了承ください。 

（なお、初日に限り、午前 10 時から午前 10 時 30 分までの受付時間を設け、利用日が重複した場合は抽選になります。） 

限られた時間でしたが、
グループでテーマを決
めて意見交換し、まとめ

た結果を受講生の皆さ
んの前で発表しました。 

 

今回の講座では、地域活動を行われている方を中心に受講していただき、体験学習を中心に講座を開催し

ました。最初は硬かった皆さんの表情も回を重ねるごとに和らいでいき、和やかな雰囲気で学んでいただ

けたように思います。 

この講座で学ばれたことをいかし、受講された皆さんの活動がより活発になることを期待して講座を終了

しました。 

                         （市民参画推進局地域力強化推進課） 


